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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像データを変換条件に基づいて変換する変換手段と、
　前記変換された画像データに基づき記録材に画像を形成する画像形成手段と、
　前記画像形成手段により測定用画像が形成される像担持体と、
　前記像担持体に形成された前記測定用画像を測定する測定手段と、
　前記画像形成手段に第１測定用画像と第２測定用画像とを含む複数の測定用画像を形成
させ、前記測定手段に前記像担持体上の前記複数の測定用画像を測定させる制御手段と、
　前記測定手段による前記第１測定用画像の測定結果に基づいて前記変換条件を生成する
生成手段と、
　前記測定手段による前記第２測定用画像の測定結果に基づいて、前記制御手段が前記画
像形成手段を制御して前記複数の測定用画像を次回形成させるタイミングを決定すると共
に、前記測定手段による前記第２測定用画像の測定結果に基づいて、前記画像形成手段に
より記録材に形成される画像の濃度を調整するための画像形成条件を決定する決定手段と
、
　前記画像形成手段の画像形成条件を制御する条件制御手段と、を有し、
　前記条件制御手段は、前記画像形成手段が前記複数の測定用画像を形成した後に記録材
に画像を形成するため、前記画像形成手段の画像形成条件を、前記複数の測定用画像が形
成されたときの画像形成条件に制御し、
　前記条件制御手段は、前記画像形成手段が前記複数の測定用画像を次回形成する際に、
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前記画像形成手段の画像形成条件を、前記決定手段により決定された画像形成条件に制御
することを特徴とする画像形成装置。
【請求項２】
　前記決定手段は、前記測定手段による前記第２測定用画像の測定結果と目標値との差が
増加するほど前記次回形成するタイミングを早めることを特徴とする請求項１に記載の画
像形成装置。
【請求項３】
　前記決定手段は、前記タイミングとして、前記画像形成手段が前記複数の測定用画像を
次回形成するまでの画像形成枚数を決定することを特徴とする請求項１に記載の画像形成
装置。
【請求項４】
　前記決定手段は、前記測定手段による前記第２測定用画像の測定結果と目標値との差が
増加するほど前記画像形成手段が前記複数の測定用画像を次回形成するまでの前記画像形
成枚数を減少させることを特徴とする請求項３に記載の画像形成装置。
【請求項５】
　前記決定手段は、前記タイミングとして、前記画像形成手段が前記複数の測定用画像を
次回形成するまでの経過時間を決定することを特徴とする請求項１に記載の画像形成装置
。
【請求項６】
　前記決定手段は、前記測定手段による前記第２測定用画像の測定結果と目標値との差が
増加するほど前記画像形成手段が前記複数の測定用画像を次回形成するまでの前記経過時
間を短くすることを特徴とする請求項５に記載の画像形成装置。
【請求項７】
　前記画像形成手段は、感光体と、前記感光体を帯電する帯電手段と、静電潜像を形成す
るために、前記帯電手段により帯電された前記感光体を露光する露光手段と、前記静電潜
像を現像する現像手段とを有し、
　前記画像形成条件は、前記露光手段が前記感光体を露光する露光量であることを特徴と
する請求項１から６のいずれか１項に記載の画像形成装置。
【請求項８】
　前記生成手段は、前記変換条件を、前記測定手段による前記第１測定用画像の測定結果
と前記測定手段による前記第２測定用画像の測定結果とに基づいて生成することを特徴と
する請求項１から７のいずれか１項に記載の画像形成装置。
【請求項９】
　前記第２測定用画像は、前記複数の測定用画像の内の最も濃度が高い測定用画像に相当
することを特徴とする請求項１から８のいずれか１項に記載の画像形成装置。
【請求項１０】
　前記変換手段が前記画像データを変換するための前記変換条件は、前記画像形成手段が
前記複数の測定用画像を次回形成するタイミングよりも前に、前記生成手段により生成さ
れた前記変換条件に更新されることを特徴とする請求項１から９のいずれか１項に記載の
画像形成装置。
【請求項１１】
　前記変換条件は、前記画像形成手段により前記記録材に形成される画像の濃度特性を目
標濃度特性へ補正するための階調補正テーブルであることを特徴とする請求項１から１０
のいずれか１項に記載の画像形成装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像形成装置における濃度補正技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
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　電子写真方式の画像形成装置においては、出力画像の濃度安定性、階調安定性が求めら
れる。このため、特許文献１及び２は、濃度補正用の画像であるテストパターンを形成し
てその濃度を検出し、検出濃度に基づいて画像形成条件を決定し、これにより形成する画
像の品質を安定させる濃度補正制御を開示している。この濃度補正制御は、例えば、一定
枚数の画像形成を行う度に実行する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平０４－２６７２７２号公報
【特許文献２】特開平０６－１９８９７３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　出力画像の濃度、階調に影響を与える画像形成装置の特性の変動は、例えば、画像形成
枚数に比例しない場合もあり、よって、所定の画像形成枚数に基づき濃度補正制御を行う
と以下のような問題があった。例えば、出力画像の濃度が安定しているにも拘らず、不要
なタイミングで濃度補正制御が行われたり、出力画像の濃度が変化しているにも拘らず、
必要なタイミングで補正制御が行われなかったりする。ここで、不要なタイミングで濃度
補正制御が行われると画像形成装置の生産性が低下し、必要なタイミングで濃度補正制御
が行われないと出力画像の品質が低下してしまう。
【０００５】
　本発明は、適切なタイミングで濃度補正制御を実行する画像形成装置を提供するもので
ある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するため、本発明の画像形成装置は、画像データを変換条件に基づいて
変換する変換手段と、前記変換された画像データに基づき記録材に画像を形成する画像形
成手段と、前記画像形成手段により測定用画像が形成される像担持体と、前記像担持体に
形成された前記測定用画像を測定する測定手段と、前記画像形成手段に第１測定用画像と
第２測定用画像とを含む複数の測定用画像を形成させ、前記測定手段に前記像担持体上の
前記複数の測定用画像を測定させる制御手段と、前記測定手段による前記第１測定用画像
の測定結果に基づいて前記変換条件を生成する生成手段と、前記測定手段による前記第２
測定用画像の測定結果に基づいて、前記制御手段が前記画像形成手段を制御して前記複数
の測定用画像を次回形成させるタイミングを決定すると共に、前記測定手段による前記第
２測定用画像の測定結果に基づいて、前記画像形成手段により記録材に形成される画像の
濃度を調整するための画像形成条件を決定する決定手段と、前記画像形成手段の画像形成
条件を制御する条件制御手段と、を有し、前記条件制御手段は、前記画像形成手段が前記
複数の測定用画像を形成した後に記録材に画像を形成するため、前記画像形成手段の画像
形成条件を、前記複数の測定用画像が形成されたときの画像形成条件に制御し、前記条件
制御手段は、前記画像形成手段が前記複数の測定用画像を次回形成する際に、前記画像形
成手段の画像形成条件を、前記決定手段により決定された画像形成条件に制御することを
特徴とする。

【発明の効果】
【０００７】
　本発明によると、適切なタイミングで濃度補正制御を実行することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】一実施形態による画像形成装置の構成図。
【図２】一実施形態による目標濃度情報の取得処理のフローチャート。
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【図３】一実施形態による記録材に形成するテストパターンを示す図。
【図４】一実施形態による感光体に形成するテストパターンを示す図。
【図５】一実施形態による濃度補正制御における階調補正テーブル作成の説明図。
【図６】一実施形態による濃度補正制御のフローチャート。
【図７】一実施形態による補正情報を示す図。
【図８】一実施形態による効果の説明図。
【図９】一実施形態による効果の説明図。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、本発明の例示的な実施形態について図面を参照して説明する。なお、以下の実施
形態は例示であり、本発明を実施形態の内容に限定するものではない。また、以下の各図
においては、実施形態の説明に必要ではない構成要素については図から省略する。
【００１０】
　＜第一実施形態＞
　図１は、本実施形態による画像形成装置１００の構成図である。図１の画像形成装置１
００においては、中間転写ベルト６に沿ってイエロー、マゼンタ、シアン、ブラックの画
像形成部ＰＹ、ＰＭ、ＰＣ、ＰＫが配列されている。画像形成部ＰＹの感光体１Ｙは、像
担持体であり、画像形成時、図中の矢印の方向に回転駆動され、帯電部２Ｙにより所定の
電位に帯電される。露光部３Ｙは、感光体１Ｙを光で走査・露光して感光体１Ｙの表面に
静電潜像を形成する。現像部４Ｙは、現像バイアスを出力して感光体１Ｙの静電潜像にイ
エローのトナー（色材）を供給し、トナー像として可視化する。一次転写ローラ７Ｙは、
一次転写バイアスを出力して、感光体１Ｙに形成されたトナー像を中間転写ベルト６に転
写する。また、画像形成部ＰＹは、感光体１Ｙに形成されたトナー像の濃度を検出するた
めの濃度センサ１２Ｙを備えている。濃度センサ１２Ｙは、例えば、感光体１Ｙに光を照
射し、その正反射光により濃度を検出する。なお、濃度センサ１２は、感光体に形成され
たトナー像の濃度を検出・測定する構成に限定されず、後述する中間転写ベルト６に転写
されたトナー像の濃度を測定する構成であっても良い。
【００１１】
　画像形成部ＰＭ、ＰＣ及びＰＫと画像形成部ＰＹとは、使用するトナーの色が異なる以
外、その構成は同様であるため、画像形成部ＰＭ、ＰＣ及びＰＫについての説明は省略す
る。また、以下の説明において、色を区別する必要がない場合には、末部のＹ、Ｍ、Ｃ、
Ｋを除いた参照符号を使用する。
【００１２】
　中間転写ベルト６は、３つのローラ６１、６２及び６３により張架された像担持体であ
り、図中のＲ２の方向に回転駆動される。各画像形成部の感光体１に形成されたトナー像
が中間転写ベルト６に重ねて転写されることで、中間転写ベルト６にはフルカラーのトナ
ー像が形成される。カセット６５から取り出された記録材Ｐは、ローラ対６６及び６７に
より、ローラ６３と二次転写ローラ６４により構成される二次転写部Ｔ２に向けて搬送さ
れる。中間転写ベルト６に転写されたトナー像は、二次転写部Ｔ２において記録材Ｐに転
写される。記録材Ｐは、その後、定着部１１において加熱加圧され、トナー像の定着が行
われて装置外へと排出される。
【００１３】
　読取部２１６の光源１０３は、原稿台１０２上に置かれた原稿に光を照射する。読取部
２１６のＣＣＤセンサ１０５は原稿からの反射光を受光することによって原稿を読み取る
。読取部２１６が読み取った原稿に対応する画像データは、リーダー画像処理部１０８に
おいて画像処理が行われ、プリンタ制御部１０９に転送される。プリンタ制御部１０９は
、当該転送された画像データに対して、各画像形成部ＰＹ、ＰＭ、ＰＣ、ＰＫに対応した
画像処理を実行する。なお、本実施形態の画像形成装置１００は、読取部２１６が原稿を
読み取ることによって原稿に対応する画像データを取得以外にも、電話回線（ＦＡＸ）や
、外部のコンピュータからネットワークを介して画像データを受信したりする様に構成さ
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れている。また、操作部２０は、ユーザが画像形成装置１００を操作し、画像形成装置１
００の状態を表示するためのディスプレイなどの表示部２１８を備えている。制御部１１
０は、画像形成装置１００の画像形成動作を統括的に制御し、ＣＰＵ１１１と、記憶部で
あるＲＡＭ１１２及びＲＯＭ１１３と、を有する。制御部１１０は、検出部である濃度セ
ンサ１２からの信号に基づき感光体１に形成されたトナー像の濃度を取得する。ＣＰＵ１
１１は、ＲＯＭ１１３が保持するプログラムや各種データを使用し、ＲＡＭ１１２をワー
クエリアとして、画像形成装置１００を制御する。また、ＣＰＵ１１１がこれらプログラ
ムを実行することで、以下に説明する目標濃度情報の取得処理や、読取部２１６を用いた
濃度補正制御、濃度センサ１２を用いた濃度補正制御が実行される。さらに、画像形成装
置１００は、画像形成装置内の環境情報、例えば、温度及び湿度のいずれか又は両方を取
得して制御部１１０に通知する環境センサ３０を備えている。
【００１４】
　次に、読取部２１６を用いた濃度補正制御と目標濃度情報の取得処理について図２を用
いて説明する。目標濃度情報の取得処理を実行する場合には、制御部１１０は、読取部２
１６を用いた濃度補正制御を実施する。なお、図２の処理は、ユーザの操作により、或い
は、所定条件が満たされた場合に行われ、かつ、各色それぞれについて行われる。制御部
１１０は、Ｓ１０で、所定の画像データに基づいて、記録材に複数のテストパターンを形
成する。図３（Ａ）は、Ｓ１０で形成するテストパターンの例である。画像形成部ＰＹ、
ＰＭ、ＰＣ、ＰＫは、色毎にテストパターンを１０個ずつ形成する。図３（Ａ）に示すテ
ストパターンは、例えば、画像データが８ビットである場合には信号レベル２５５を用い
て、濃度に関する画像形成条件を変化させながら形成したものである。以下の説明におい
て、濃度を制御するために変化させる画像形成条件を露光量、又は露光強度とするが、濃
度に関する他の画像形成条件を変化させる形態であっても良い。具体的には、例えば、現
像部４に供給される現像バイアスや、帯電部２に供給される帯電バイアスといった、現像
コントラストを決定する他の値を変化させる形態であっても良い。さらには、濃度に関す
る複数の画像形成条件を変化させる形態であっても良い。図３（Ａ）のテストパターンが
形成された記録材をテストチャートＡと呼ぶ。ユーザがテストチャートＡを読取部２１６
に載置して、テストチャートＡの読み取りを指示した場合、Ｓ１１で、制御部１１０は、
テストチャートＡを読取部２１６に読み取らせて、各テストパターンの濃度を測定する。
制御部１１０は、Ｓ１２で、各テストパターンの濃度に基づき、所定の画像データを入力
値として形成したトナー像の濃度が目標濃度となる画像形成条件を決定する。目標濃度は
、例えば、画像形成装置１００が形成可能な最大濃度とする。なお、上述した様に、本実
施形態では、目標濃度となる画像形成条件は露光量である。当該決定された画像形成条件
は、ＲＡＭ１１２に記憶されて、その後の画像形成動作において使用される。
【００１５】
　続いて、制御部１１０は、Ｓ１３で、記録材に階調補正用のテストパターンを形成する
。図３（Ｂ）は、Ｓ１３で形成するテストパターンの例である。図３（Ｂ）に示すテスト
パターンは、例えば、画像データが８ビットである場合には、０～２５５から選択した複
数の値、例えば、６４個の値により形成したものである。図３（Ｂ）のテストパターンが
形成された記録材をテストチャートＢと呼ぶ。ユーザがテストチャートＢを読取部２１６
に載置して、テストチャートＢの読み取りを指示した場合、Ｓ１４で、制御部１１０は、
テストチャートＢを読取部２１６に読み取らせて、各テストパターンの濃度を測定する。
制御部１１０は、Ｓ１５で、各テストパターンの濃度に基づき、階調補正テーブル（基準
階調補正テーブル）を生成してＲＡＭ１１２に保存する。なお、階調補正テーブルは、入
力される画像データの値（入力値）と、実際に画像形成に使用する値（出力値）との関係
を示す情報であり、画像形成装置１００により形成される画像の濃度特性を補正するため
の補正条件である。制御部１１０は、階調補正テーブルに基づいて画像データを補正し、
画像形成部ＰＹ、ＰＭ、ＰＣ、ＰＫに当該補正された画像データに基づいて画像を形成さ
せることによって、所望の濃度の画像を形成できる。制御部１１０は、例えば、目標とす
る濃度特性が線形であると、テストチャートＢを形成したときの画像データの入力値（２
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５５値）と、テストチャートＢのテストパターンの濃度（２５５値）との関係を入れ替え
ることによって階調補正テーブルを生成する。なお、階調補正テーブルの生成方法は、画
像形成装置１００の濃度特性が所望の濃度特性となるように補正できればどのような方法
であってもよい。その後、制御部１１０は、Ｓ１６で、Ｓ１５にて生成された基準階調補
正テーブルに基づいて、図４（Ａ）に示す１０階調のテストパターンＲを感光体１に形成
し、Ｓ１７で、濃度センサ１２により、その濃度を検出する。制御部１１０は、Ｓ１７で
検出したテストパターンＲの各濃度を、テストパターンＲの目標濃度とし、テストパター
ンＲの画像データの入力値と目標濃度との関係を示す目標濃度情報を作成して、Ｓ１８で
ＲＡＭ１１２に保存する。図５の実線は、Ｓ１８で保存した目標濃度情報を示している。
なお、使用した画像データの入力値は１０個しかないので、目標濃度は、補間演算により
求める。
【００１６】
　続いて、画像形成装置１００が複数の画像を形成する間に実施する濃度センサ１２を用
いた濃度補正制御を図６のフローチャートにより説明する。読取部２１６を用いた濃度補
正制御は、ユーザがテストチャートＡとテストチャートＢを原稿台１０２に載置する必要
があるので、ユーザビリティが良くない。そこで、前回、読取部２１６を用いた濃度補正
制御が実行されてから、次に読取部２１６を用いた濃度補正制御が実行されるまでの間の
出力濃度を安定させるため、制御部１１０は、濃度センサ１２を用いた濃度補正制御を実
行する。濃度センサ１２を用いた濃度補正制御は、読取部２１６を用いた濃度補正制御と
同様に階調補正（図２のＳ１３～Ｓ１５）と最大濃度補正（図２のＳ１０～Ｓ１２）を含
む。しかし、濃度センサ１２を用いた濃度補正制御は、読取部２１６を用いた濃度補正制
御と異なり、テストチャートＡやテストチャートＢを読取部２１６によって読み取らせな
い。濃度センサ１２を用いた階調補正とは、Ｓ２５で階調補正テーブル（ＬＵＴ）を更新
することを意味する。また、濃度センサ１２を用いた最大濃度補正は、露光量を再度設定
することを意味する。なお、制御部１１０は、画像を１ページ形成する毎に、図６の判定
処理を実行する。以下、判定処理を説明する。Ｓ２０において、制御部１１０は、前回の
濃度センサ１２を用いた濃度補正制御、又は読取部２１６を用いた目標濃度情報の取得処
理を実行してから、画像形成枚数が閾値Ｎに達したかを判定する。つまり、制御部１１０
は、画像形成部ＰＹ、ＰＭ、ＰＣ、ＰＫがＮページ分の画像を形成したか否かを判定する
。Ｓ２０において、画像形成枚数が閾値Ｎに達していなければ、制御部１１０は判定処理
を終了する。画像形成枚数が閾値Ｎに達すると、制御部１１０は、Ｓ２１で、露光量の変
更が必要であるか否かを判定し、露光量の変更が必要である場合には、Ｓ２２で露光量を
変更する。なお、露光量の変更が必要であるか否かの判定方法と、必要である場合の調整
量については後述する。制御部１１０は、その後、濃度補正制御を開始する。まず、Ｓ２
３で、制御部１１０は、感光体１に、図４（Ｂ）に示す５階調のテストパターンＱを形成
する。テストパターンＱは、最大入力値で形成する最大濃度の測定用画像と、最大濃度以
外の濃度の測定用画像を含む。つまり、５階調のテストパターンＱは、必ず最大濃度の測
定用画像を含む。テストパターンＱの内の最大濃度の測定用画像はテストパターンＲの最
大濃度のテストパターンを形成するときの画像データの入力値と同じ入力値を用いて形成
される。つまり、画像データの入力値が例えば２５５レベルであると、テストパターンＱ
は、信号レベル２５５により形成される画像を含む。
【００１７】
　制御部１１０は、Ｓ２４において、濃度センサ１２を用いてテストパターンＱの各測定
用画像の濃度を検出する。そして、制御部１１０は、Ｓ２５で、テストパターンＱの測定
用画像に対応する目標濃度と、テストパターンＱに対応する画像データの入力値に基づき
感光体１に形成された測定用画像の測定結果（濃度）に基づいて、階調補正テーブル（Ｌ
ＵＴ）を更新する。テストパターンＱの測定用画像に対応する目標濃度は、図２の目標濃
度情報の取得処理においてＲＡＭ１１２に保存された、テストパターンＲの測定用画像の
測定結果である。具体的には、５つの測定用画像の画像データ値と測定結果（濃度）との
関係を補間して、図５の破線に示す現在の濃度特性を求める。そして、現在の濃度特性（
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破線）と目標濃度情報（実線）との差分が小さくなるように、階調補正テーブル（ＬＵＴ
）を補正する。当該補正された階調補正テーブル（ＬＵＴ）は、ＲＡＭ１１２に格納され
る。更新後の階調補正テーブル（ＬＵＴ）は、以後の画像形成において使用される。これ
により、濃度センサ１２を用いた階調補正が行われる。
【００１８】
　その後、制御部１１０は、Ｓ２６において、テストパターンＱの最大濃度の測定用画像
の測定結果（濃度）と、その目標濃度との差に応じて、次回の補正制御において露光量の
変更が必要であるか否かを決定する。さらに、制御部１１０は、Ｓ２６において、当該差
に応じて次回の階調補正と最大濃度補正の実行条件である閾値Ｎを決定する。閾値Ｎは、
補正制御の実行頻度を規定するものであり、閾値Ｎにより、次回の補正制御の実行タイミ
ングが調整される。図７は、テストパターンＱの最大濃度の測定用画像の測定結果と目標
濃度との差Ｘに対する、露光量を変更する場合の変更量（調整量）、及び、閾値Ｎとの関
係を示しており、例えば、予めＲＯＭ１１３に保存されている。測定結果（検出結果）と
目標濃度との差Ｘが負の値である場合には、測定濃度（検出結果）が目標濃度より薄いこ
とを示し、差Ｘが正の値である場合には、測定濃度が目標濃度より濃いことを示している
。図７に示す様に、例えば、差Ｘが－２０より大きく、かつ、＋２０未満である場合には
、露光量の変更は不要である。一方、差Ｘが２０以上異なる場合には、露光量の変更が必
要である。例えば、差Ｘが２０以上、かつ、＋３０未満である場合には、測定用画像の濃
度が目標濃度より濃いので、画像の濃度が薄くなる様に露光量を１単位だけ減少させる。
なお、露光量は露光部３に供給される電力等によって変更される。制御部１１０は、図７
の補正情報に基づいて変更量（調整量）を決定し、露光部３に供給すべき電力などのパラ
メータを設定することによって、露光量を制御する。次に閾値Ｎの設定方法について説明
する。差Ｘが－２０より大きく、かつ、＋２０未満の場合には、濃度特性の変化は少ない
。この場合、制御部１１０は、例えば、閾値Ｎを２００に設定する。一方、差Ｘの絶対値
が２０より大きい場合には、濃度特性の変化が大きいことを意味する。差Ｘの絶対値が２
０より大きい場合、制御部１１０は、補正制御の実行頻度を増加させるために閾値Ｎを２
００より小さい値に設定する。つまり、制御部１１０は、測定濃度と目標濃度との差Ｘが
所定濃度よりも増加すると、閾値Ｎを小さくして補正制御の実行頻度を増加させる。
【００１９】
　制御部１１０は、Ｓ２６での処理において露光量の調整の要否を判定すると共に、露光
量の調整が必要である場合には露光量の調整量を決定する。制御部１１０は、Ｓ２６の判
定結果とＳ２６において決定された調整量とをＲＡＭ１１２に記憶する。また、制御部１
１０は、Ｓ２６で決定した閾値ＮについてもＲＡＭ１１２に保存する。そして、制御部１
１０は、次回の判定処理（Ｓ２０）の実行時において、ＲＡＭ１１２から閾値Ｎを読み出
して画像形成枚数と比較する。これによって、濃度特性の変化が少ないときには補正制御
の実行回数が抑制され、濃度特性の変化が大きいときには高頻度に補正制御が実行できる
。さらに、Ｓ２１において、制御部１１０は、露光量の変更要否をＲＡＭ１１２に記憶し
た情報に基づいて決定すると共に、露光量を変更する場合の調整量についてもＲＡＭ１１
２から読み出して設定する。なお、本実施形態においては、露光量の変更をＳ２６におい
て直ちに行わず、次回の濃度センサ１２を用いた濃度補正制御の実行時にその変更を反映
させる。これは、露光量を直ちに変更すると、その後の画像形成における露光量が、更新
後のＬＵＴの元となったテストパターンＱを形成したときの露光量とは異なってしまうか
らである。つまり、使用するＬＵＴの元となった露光量とは異なる露光量で画像形成を行
うと、正しく階調を補正できないからである。
【００２０】
　図８は、濃度センサ１２を用いた濃度補正制御の実行頻度を固定した場合の出力濃度の
変化を示した図である。低濃度の画像を連続して５０００枚形成した後、高濃度の画像を
連続して１０００枚形成した場合の所定の中間濃度の画像の濃度の変化を示している。な
お、低濃度の画像は、記録材の全面積に対してトナーが付着した面積が０．５％程度の画
像とし、高濃度の画像は、記録材の全面積に対してトナーが付着した面積が５０％程度の
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が長くなり、トナーの帯電量が増加する。トナーの帯電量が増加すると感光体上の静電潜
像に付着するトナーの量が減少するので、形成される画像の濃度は薄くなる。しかし、濃
度センサ１２を用いた濃度補正制御により露光量と階調補正テーブルが補正されるので、
画像の濃度変動が抑制されて、目標濃度の画像が形成できる。その後、高濃度の画像に切
り替わると、現像部４内におけるトナーの撹拌時間が短くなり、トナーの帯電量が急激に
低下する。トナーの帯電量が低下すると感光体上の静電潜像に付着するトナーの量が増加
する。濃度補正制御の閾値Ｎを１００に固定した場合には、露光量や階調補正テーブルが
適正なタイミングで補正されないので、濃度特性の急激な変化に追い付かず、画像の濃度
が大きく変動している。
【００２１】
　一方、図９は、濃度補正制御の閾値Ｎを図７に示す補正情報により変更した場合の出力
濃度の変化を示した図である。測定条件は図８と同様である。この場合、高濃度の画像に
切り替わった後において閾値Ｎが２５に変更され、よって、従来の構成（図８）と比較し
て濃度補正制御の実行頻度が高くなった。このため、濃度特性の変動が大きい場合であっ
ても画像の濃度は略一定に保たれた。また、低濃度の画像を２０００枚形成した段階で、
閾値Ｎが２００に変更され、濃度補正制御の実行頻度が低くなった。よって、従来の構成
（図８）と比較して、画像の濃度を略一定に保ちつつ、濃度特性の変動が小さい場合には
濃度センサ１２を用いた濃度補正制御の実行頻度が抑制されるので、生産性を向上させる
ことができた。
【００２２】
　なお、上記実施形態において使用した具体的な値は例示である。例えば、テストパター
ンＲは１０階調、テストパターンＱは５階調としたが他の階調数であっても良い。また、
上記実施形態においては、テストパターンＱの最大濃度の画像の測定濃度と、その目標濃
度により閾値Ｎを決定していた。しかしながら、テストパターンＱの最大濃度の測定用画
像以外の測定用画像の測定濃度と、当該測定用画像に対応する目標濃度との差により閾値
Ｎを決定しても良い。なお、本実施形態においては、濃度補正制御を実行するか否かの判
定に使用するパラメータとして画像形成枚数を使用したが、前回階調補正テーブルが更新
されてからの経過時間等の他のパラメータを使用することもできる。さらに、図２の処理
においては読取部２１６によりテストパターンＲの濃度を読み取っていたが、例えば、定
着部１１の下流側に設けたセンサにより記録材に形成されたテストパターンを読み取る構
成とすることもできる。
【００２３】
　［その他の実施形態］
　また、本発明は、以下の処理を実行することによっても実現される。即ち、上述した実
施形態の機能を実現するソフトウェア（プログラム）を、ネットワーク又は各種記憶媒体
を介してシステム或いは装置に供給し、そのシステム或いは装置のコンピュータ（または
ＣＰＵやＭＰＵ等）がプログラムを読み出して実行する処理である。
【符号の説明】
【００２４】
　ＰＹ、ＰＭ、ＰＣ、ＰＫ：画像形成部、１２：濃度センサ、１１０：制御部
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